
なごや☆子どもCity2019

低学年や障がいのあるお友達も参加するまち

鈴木 桜子
（さっちゃん）



まちには、いろいろな子が参加する

＊障がいのある子

＊小学校1年生～3年生

小学1年生 15%

小学2年生 24%

小学3年生 18%

小学4年生 20%

小学5年生 14%

小学6年生
7%

中学生以上
2%

低学年のおともだち
が半分以上！



私たちが１年生だったころを

思い出してみよう

今より・・・

・身長は？ ・歩く（走る）速さは？

・むずかしい漢字や英語は読めた？

・みんないろんなことができるようになって
るね



私たちが１年生だったころを

思い出してみよう

青少年交流プラザ

(せいしょうねんこうりゅうぷらざ)



障がいのあるお友だち
*からだの不自由な子

*理解するのに時間が必要な子

*並んだり、他の人と協力することが、

苦手な子



しごとの種類を考えよう
・簡単なしごと ・力のいらないしごと

・みんなで分担できるようにくふうする

例 コップを出して並べる・ジュースを入れる

・その子の得意なことをまかせる

～ゆっくり、ていねいに伝えよう、何回でも

＃困った時は、大人に相談してね



しごとがみつからない子
ルールの理解に、時間がかかる子

→大人スタッフが考えるお店をつくる

→他のお店にチャレンジしたい子もいる



2017



2017



2017
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2018



まち ぜんたいのつくりかたを考える

・大ぜいの子どもたちが、うごきやすいようなくふう

・車いすの子や、足が不自由な子も移動しやすい
くふう

・こまっている子が、そうだんできるようなしくみを

つくる

◆どうしたら、いいかなぁ…



参加したすべての子どもたちが
楽しめるように・・・

＊くふうをしたり協力することも、

たいせつなまちづくり

＊まち全体をつくるのも実行委員の

たいせつな役わり


